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研究成果の概要（和文）：バルク金属ガラスの形成能、延性－脆性転移の微視的なメカニズムを

明らかにするために、CuZr 系合金に段階的に Al-Agを添加しながら、その微細構造を XAFS
法及び高エネルギーX-線回折法の手法によって解明した。Al と Ag は均一に分散するのではな
く、平均濃度以上に多い部分が生じていることが分かった。塊状の非晶質構造はこのような Al

と Ag の偏在によって安定化し、延性から脆性に変化することが明らかになった。 
研究成果の概要（英文）：The micro-mechanism of glass forming ability (GFA) and the 
transition from plasticity to brittleness of CuZr metallic glass with the amount of AlAg 
addition were researched by XAFS and high-energy x-ray diffraction methods. The solute 
atoms of Al and Ag are not arranged uniformly in the CuZr matrix. It means that the 
atomic pairs of Al-Al, Ag-Ag and Al-Ag observed more often than average distribution 
supposed from the alloy composition. It suggests that this inhomogeneity of solute atoms in 
CuZr matrix affects GFA and the change from plasticity to brittleness of CuZr based bulk 
metallic glass.  
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１． 研究開始当初の背景 
 近年、井上らが、塊状の非晶質合金を得る
ことに成功し、バルク金属ガラスと呼ばれて
いる。バルク金属ガラスは二元以上の多成分
系である。例えば、CuZr 系では、薄帯でし
か非晶質構造は得られないが、Al-Ag を添加
するにつれて非晶質形成能が高まり、塊状の
金属ガラスが得られ、同時に延性から徐々に
脆性に変化する顕著な傾向がみられる。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、CuZr 系合金に段階的に
Al-Ag を添加しながら、その微細構造を構造
解析の手法によって解明し、バルク金属ガラ
スの形成能、延性－脆性転移の微視的なメカ
ニズムを明らかにすることである。 
３．研究の方法 
 CuZr系合金に段階的に Al-Agを添加しな
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がら XAFS法や高エネルギーX-線回折の手
法によって、特定の元素周辺の原子配列の特
徴を解明する。上記の結果とリバース・モン
テ・カルロ法によるシュミレーションを組み
合わせて微細構造のモデル化を行い、ガラス
形成能及び延性－脆性転移の微視的なメカ
ニズムを考察する。 
 
４．研究成果 
 CuZr 系の合金に Al と Ag を添加すると Al
と Ag は均一に分散するのではなく、平均濃
度以上に多い部分と逆に少ない部分が生じ
ていることが分かった。塊状の非晶質構造は
このような Alと Ag の偏在によって、より安
定化し、その偏在の程度が増加するにつれて、
延性から脆性に変化することが明らかにな
った。 
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